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1. はじめに
近年，モバイルルータやテザリングなどの普及により，
個人が移動無線 LAN(WLAN)を持ち歩くことが容易にな
り，会議の場やカフェなどのように，近接した状況で多く
のWLANが稼働する状況が増えている．このような混み
合った状況においては，従来手法とは異なった適切なチャ
ネル割当方法が必要となる．
本研究では，WLANの全スループット (トータルスルー
プット)を向上させるチャネル割当方法の提案と性能評価
を行った.

2. 従来技術
2.1 関連研究とその課題

WLANのチャネル割当に関する研究は，既に様々な環
境で行われている [1]．従来，天井などに固定されたアク
セスポイント（AP）で使用することが前提だったWLAN

は，電波干渉を避けたチャネル割当を計画的に行うことで
性能劣化を避けることが出来た. しかし，APに移動性が
あり，APと端末が非常に近距離にあるWLANが多数存在
するような状況では，上述の計画的にチャネル割当を行う
制御は，適当ではない．なぜならば，(1)キャプチャエフェ
クトなどによりコリジョンを起こしてもフレームエラーに
ならない場合，および，(2)WLAN間の距離が近いあるい
はWLAN数が多い場合には，2.3節で述べるように干渉
の度合いが一層強くなるためである．さらに，現在普及し
ている市販APやモバイル端末の中には，チャネルが最初
から固定されており，自由に変更できないものもある．
これらの課題を踏まえて，本研究では，与えられた条件
の下で，複数のWLANに対して，全体の性能向上が見込
まれるチャネル割当方法を提案する．

2.2 チャネル差とスループット特性

多数の移動WLANが近接して存在する場合においては，
近隣，あるいは同一チャネルを使用せざるを得なくなる．
文献 [2]において，2.4GHz帯のチャネル 1～11の中では，
4チャネル差以上離れたチャネル (たとえば，チャネル 1と
チャネル 5)を 3つ取ることが最大トータルスループット
を獲得する唯一の方法であることが示されている．すなわ
ち，チャネル差 4以上ではおおよそ異なるキャリアセンス
ドメインになり，逆にチャネル差 3以下ではおおよそ同じ
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キャリアセンスドメインになる．

2.3 干渉するチャネルのWLAN同士の競合

上記，チャネル差が 3以下のWLAN同士のスループッ
ト低下要因は主として次の 2つである．(a)送信時；コリ
ジョンによるビットエラーのため，フレームエラーが発生
する場合あるいは，(b)送信待機時；送信側が干渉波をキャ
リアとして検出しキャリアビジーのため，送信を待つ場合
である．さらにチャネル差が 1，2，3のときは，信号強度
の揺れなどにより，チャネル差が 0のときよりも性能が劣
化する．このため，3チャネル差以下の近隣のチャネルの利
用率を上げることで，ある特定のチャネルの利用率を下げ，
それにより，その特定のチャネルからの干渉を軽減させる
といった制御が可能である．これは，同じキャリアセンス
ドメインでは送信機会が均等であるためである．実際には，
隣接チャネルを使用しているアクティブな端末数あるいは
AP数を増加させればよい．たとえば，チャネル 1とチャ
ネル 3のWLANがあるときに，チャネル 5にWLANを
追加することで，チャネル 1とチャネル 3の干渉を少なく
することができ，その結果チャネル 3のスループットは低
下するが，チャネル 1のスループットをより向上させられ
る可能性がある．

3. チャネル割当方法の提案と合計スループッ
ト評価

ここでは，提案するチャネル割当方法について述べ，さ
らに提案割り当て時のトータルスループット評価結果を紹
介する．

3.1 チャネル割当方法の提案

すべてが，チャネルが可変なWLAN(可変局と呼ぶ)で
ある場合には割り当て方法がほぼ自明であるため，ここで
は，チャネルが固定のWLAN(固定局と呼ぶ)がいくつか
存在する場合について，詳しい割り当て方法を説明する．
その固定チャネルがチャネル何番に固定されているかで，
図 1のように分類できる．それぞれの場合分けに対する割
当方法を図 2に示す．

3.2 提案するチャネル割当方法の基になる理由

ここで，提案する各チャネル割当方法のメカニズムを述
べる．(1)について，チャネル 1，6，11の各チャネルに接
続するWLAN数がトータルスループット向上の鍵となる．
周波数の端に存在するチャネル 1，11は，中央のチャネル
6よりも他チャネルを使用するWLANからの干渉波が小
さいので，トータルスループット向上の為には両端のチャ
ネルを有効に使用する事が求められる．以上より，(1)の



割当方法を提案する．(2)(3)について，2.2，2.3節の理由
より，割当方法を提案する．(4)について，(3)で述べた原
理と同様の理由から，固定局はそのまま使用した状態で，
可変局を全てチャネル 1，6，11に割当，両端のチャネル
を多く使用する様な割当を提案する．(5)について，3つ
のチャネルを使用するという事が鍵となる．たとえ干渉し
たとしても 3つのチャネルを使用する事は，チャネルの使
い方によっては干渉しない 2つのチャネル以上の帯域確保
に繋がる．そこで，(5)の割当方法を提案する．(6)につ
いて，(5)の場合と同様に考えることが出来る．以上より，
(6)の割当方法を提案する．

図 1: WLANのチャネル接続状態における場合分け

図 2: 場合分けに応じたチャネル割当方法
3.3 トータルスループット評価

前節で述べたチャネル割当方法で，どの程度性能が向
上するのか，また，図 1の (3)～(6)における分類は，全
WLANに対する可変局の割合がどの程度の値で替わるの
かを実機を用いた実験により調査した．
無線 LANには IEEE802.11gを用いUDPトラヒックを
用いた．１つのWLANシステムは 1つの APと 1台の送
信端末で構成され，APと送信端末は可能な限り近い場所
(数 cm程度)に設置した．各WLANを，格子状の端点に
設置し，隣の APとの間隔を 1mに設置した．
前節で提案するチャネル割当方法の中で．(1)，(2)の割
当方法が他の割当方法よりも良い事は自明であるため，(3)
のトータルスループット評価から述べる．今回は，チャネ
ル 4，8にチャネル固定のWLAN固定局が 2組ずつ存在す
るという前提の下，WLAN可変局の数を変更した．可変
局の割合が 75%の場合，(3)で提案する割当方法以外の割

当方法として，(a):チャネル間干渉をなるべく避けた固定
局の使用するチャネルのみを使用した割当や， (b):(4)で
提案している割当 (固定局はそのまま使用し，チャネル 1，
11のみを増加させた割当)も比較的高いスループットを得
られる．そこで．これら 3つの割り当てでのスループット
評価を行った．その結果，提案するチャネル割当方法を適
用させた場合には，固定局はそのまま使用し，チャネル 1，
11のみを増加させた割当方法よりも約 25%性能が改善す
る事が明らかになった．
(4)のスループット評価について述べる．可変局の割合が

55%の場合，(4) で提案する割当方法以外の割当方法とし
て，(c):固定局のチャネルのみを使用した割当方法と，(d):

固定局に加えて新規にチャネル 1，11を使用する方法が考
えられる．そこで，これら 3つの割当方法を評価した．そ
の結果，提案するチャネル割当方法の方が僅かに性能が良
いことが明らかになった．
(5)のスループット評価について述べる．可変局の割合
が 33%の場合，(5)では，(5-1)固定局はそのまま使用し，
可変局をなるべくチャネル 6 から遠いチャネル，つまり
チャネル 1，11に接続し，両端のチャネルであるチャネル
1，11になるべく多くＷＬＡＮを割当てるような方針を提
案．もしくは，(5-2)可変局は固定局が既に使用している
チャネルのみを使用する割当を提案している．そこで，こ
れら 2つの割当方法を評価した．その結果，どちらの割当
も大きく差が無いことが明らかになった．
以上のスループット評価をまとめ，全WLANに対する
可変局の割合がどの程度の値で，WLAN接続状態におけ
る場合分けが切り替わるのか詳細に調査した．その結果．
全WLANに対する可変局の割合が 50%までは前節で示し
た提案する割当方法の (5)，55%前後では (4)，67%以降は
(3)となった．

4. おわりに
近接して多数台のWLANが存在し，さらにチャネルを
変更できないWLAN(固定局)が一部存在するときに，そ
の他のWLANを適度なチャネルに割り当て，スループッ
トを向上させる割り当て方法を提案した．チャネル 4，8

に固定局がある場合，提案の割当方法を適用することで，
トータルスループットが最大で約 25%改善する事を示した．
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